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～コープさっぽろとの包括連携協定～

はしっこ同盟
各まちのお知らせ

町長から身近な話題や皆さんへの
メッセージを紹介します。第105回

　まだまだ残暑が厳しく、寝苦しい日が続いており
ますが、町民の皆様には心より残暑のお見舞いを申
し上げます。
　9月の和風月明は日増しに夜が長くなるので「夜
長月」から「長月（ながつき、ながづき）」になったと
されております。
　さて、JR北海道では毎年10月または11月の特
定日の1日における乗車人数を調査し、その5年間
の平均が3人以下になると廃駅を検討するとして
おり、今年、JR北海道から「大岸駅」、「礼文駅」が廃
駅対象となる旨の説明がありました。町民の方々に
は、病院や通学、買い物などに利用されております
公共交通であり、廃駅に対しては町長として無論反
対であり、今後ともJR北海道と協議を重ねてまい
りたいと考えております。
　8月10日、4市町（伊達市、洞爺湖町、壮瞥町、豊浦
町）の連携・政策研究会がありました。この会は共
通する課題・問題について講師などを招いて共通
認識を持ち課題解決に向け取り込んでいこうとす
るものです。

　今回は、新しく室蘭地方気象台の台長に就任
されました新出祥文氏を講師に迎え、「自然災害
に備えて−関係機関と連携した火山防災」と題
して実施しました。新出氏は、函館出身の57歳
で、函館地方気象台を振り出しに、前任では全国
20箇所の火山活動の監視・評価を担った方であ
り、2000年に噴火した有珠山について、「今後、
大学とも連携しながら監視し、非常時には全国
規模で人を派遣する体制づくりをする」として
おり、周期的にいつ噴火してもおかしくない「有
珠山」を抱えている地域としては、大変心強く、
4市町が連携・協力して地域住民の生命と財産
の保護にあたるとともに、防災・減災に努めて
まいりたいと考えております。
　暑さ寒さも彼岸までといわれておりますが、
町民の皆様には暑さが続いておりますことか
ら、熱中症にかかららないよう水分をこまめに
とるとともに、塩分をほどよくとり、十分な睡眠
を確保していただきますようお願い申し上げま
す。

　はしっこ同盟は、７月14日（金）に生活協同組
合コープさっぽろ本部にて、住民サービスの向上
および地域社会の安全･安心の確保や活性化を
目的とした包括連携協定を締結しました。
　この協定により、高齢者などの買い物弱者支援
や災害時の支援など、さまざまな場面で地域住民
が住み慣れた地域で暮らしが続けられるよう、
コープさっぽろと連携･協働できる事業を検討
し、取り組んでまいります。
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